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は
教
育
で
あ
り
「
競
争
よ
り
も

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
」
と
言

う
ゆ
と
り
は
な
い
。
国
際
競
争

力
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
競
争

原
理
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　
教
育
で
の
過
度
な
競

争
は
子
ど
も
の
や
る
気
を
失
わ

せ
て
し
ま
う
た
め
、
適
度
な
競

争
を
十
分
取
り
入
れ
て
い
く
。

議
員　
愛
国
心
の
養
成
を
正
面

か
ら
教
育
に
取
り
入
れ
て
い
く

べ
き
だ
。
な
ぜ
「
愛
国
心
」
と

い
う
言
葉
を
出
せ
な
い
の
か
。

教
育
長　
誤
解
へ
の
配
慮
と
考

え
る
。
特
段
、
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
認
識
は
な
い
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
面
白
い

企
画
の
一
つ
と
認
識
す
る
。
地

域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
コ
ン
セ

プ
ト
や
企
画
を
考
え
実
践
す
る

こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

議
員　
近
隣
市
と
連
携
し
た
観

光
の
産
業
化
推
進
が
必
要
だ
。

市
長　
連
携
に
よ
る
「
面
」
と

し
て
の
発
信
の
動
き
が
、
今
後

も
強
ま
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

議
員　
特
産
品
や
土
産
は
観
光

地
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ

の
開
発
・
創
造
が
不
可
欠
だ
。

市
長　
商
工
会
や
観
光
協
会
の

取
り
組
み
と
研
究
に
よ
る
今
後

の
展
開
に
期
待
し
た
い
。

る
。
提
案
を
参
考
に
更
に
取
り

組
み
を
強
化
し
た
い
。

議
員　
健
康
施
策
を
更
に
進
め

る
に
は
、
全
市
民
が
健
康
な
都

市
づ
く
り
に
参
画
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。
国
体
開
催
や
ス
ポ
ー

ツ
拠
点
の
誕
生
を
機
に
体
育
施

設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
各
地

域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
の
連
携

の
強
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入

れ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、

健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指

す
。
体
育
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
能
や
情
報
発
信
の
充
実
を

図
り
、
各
団
体
等
と
連
携
を
強

化
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し

た
市
民
交
流
を
推
進
し
た
い
。

市
民
が
総
合
的
に
考
え
、
意
見

を
言
え
る
手
法
を
選
ん
だ
。

議
員　
現
在
の
市
民
参
加
の
手

法
は
、静
か
な
る
市
民
の
声（
サ

イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
）

の
聴
取
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
の
市
民
参
加
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
展
開
を
問
う
。

市
長　
市
民
の
声
を
生
か
す
多

元
的
、
多
層
的
な
市
民
参
加
と

多
様
な
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
職
員
が
積
極
的
に
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
静
か

な
る
市
民
の
声
を
吸
収
せ
よ
。

市
長　
私
も
職
員
も
ま
ち
を
し

っ
か
り
歩
き
、
政
策
や
各
種
計

画
等
に
反
映
さ
せ
た
い
。

が
必
要
だ
。
日
本
が
今
の
生
活

水
準
を
維
持
す
る
た
め
の
資
源

推
進
な
ど
利
便
性
の
向
上
が
図

ら
れ
て
き
た
。将
来
像
を
伺
う
。

な
ど
、
観
光
協
会
と
連
携
し
な

が
ら
事
業
展
開
を
考
え
た
い
。

議
員　
こ
の
事
業
の
コ
ン
セ
プ

ト
に「
江
戸
」を
提
唱
し
た
い
。

議
員　
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス

シ
テ
ィ
ー
（
市
民
が
明
る
く
元

気
に
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
施
策
）
の
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
市
も

新
た
に
整
備
さ
れ
る
健
康
・
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
の
誕
生
を
機

に
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
医

療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ

ィ
ー
三
鷹
」
づ
く
り
を
中
心
施

策
に
位
置
付
け
、
本
格
的
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。
健
康
づ
く
り

施
策
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
高
齢
者
の
生
き
が
い
活

動
の
充
実
や
社
会
参
加
の
促

進
、
生
活
習
慣
病
予
防
等
に
役

立
つ
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い

議
員　
首
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
対
す
る
市
民
の
要
望
は
多
様

化
・
高
度
化
し
て
い
る
。
市
民

参
加
と
首
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
位
置
付
け
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　
基
本
計
画
の
策
定
等
に

当
た
り
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
示

し
た
施
策
の
方
向
性
を
反
映
し

つ
つ
、
今
後
も
多
元
的
、
多
層

的
、
民
主
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
大

切
に
市
政
運
営
を
進
め
た
い
。

議
員　
討
議
会
「
ま
ち
づ
く
り

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」や「
ま
ち

歩
き
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」な
ど

様
々
な
市
民
参
加
手
法
で
各
種

計
画
や
事
業
を
進
め
て
き
た
。

手
法
選
定
の
考
え
を
問
う
。

市
長　
討
議
会
や
審
議
会
等
、

議
員　
現
在
の
教
育
が
い
か
に

危
機
的
状
況
に
あ
る
か
再
認
識

議
員　
読
書
活
動
の
拠
点
と
な

る
図
書
館
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

議
員　
被
災
地
の
応
援
の
拠
点

と
な
る
東
日
本
応
援
シ
ョ
ッ
プ

は
、
３
月
31
日
で
営
業
を
終
了

す
る
。
東
日
本
の
物
産
販
売
の

今
後
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
現
在
の
運
営
受
託
者
が

４
月
か
ら
新
た
に
店
を
開
設
し

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
も
応
援
し
て

い
く
。
継
続
の
可
能
性
が
見
え

て
き
た
こ
と
を
幸
い
に
思
う
。

よ
り
方
針
を
定
め
て
い
く
が
、

提
言
と
し
て
受
け
止
め
る
。

議
員　
大
沢
の
里
周
辺
地
域
を

モ
デ
ル
事
業
と
す
る
三
鷹
型
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
に
つ
い

て
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
地
域
資

源
の
整
備
や
情
報
収
集
・
発
信

費
用
を
考
慮
し
た
多
面
的
検
討

の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

教
育
部
長　
②
学
校
で
の
拠
点

収
集
は
、
市
、
教
育
委
員
会
で

協
議
を
し
て
、
研
究
す
る
。

議
員　
新
ご
み
処
理
施
設
完
成

後
は
汚
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

焼
却
し
発
電
等
に
利
用
す
る
。

収
集
方
法
の
変
更
は
あ
る
か
。

生
活
環
境
部
長　
現
行
の
分
別

方
法
で
の
収
集
を
継
続
す
る
。

議
員　
調
布
市
は
収
集
し
た
家

電
製
品
か
ら
希
少
金
属
を
取
り

出
し
売
却
し
て
い
る
。
そ
の
評

価
と
今
後
の
対
応
を
問
う
。

生
活
環
境
部
長　
国
や
東
京
都

等
の
動
向
も
注
視
し
つ
つ
効
率

的
な
推
進
体
制
を
検
討
す
る
。

創
的
な
事
業
を
生
み
出
せ
る
仕

組
み
づ
く
り
を
支
援
し
た
い
。

議
員　
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
に
、
三
鷹
市
民
が
観
光
で
訪

れ
る
こ
と
は
有
意
義
だ
。
東
京

都
の
被
災
地
応
援
ツ
ア
ー
の
利

活
用
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
現
地
の
支
援
策
に
有
効

と
考
え
る
。
１
泊
３
千
円
の
補

助
等
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

議
員　
三
鷹
市
の
更
な
る
地
域

経
済
の
活
性
化
策
と
し
て
、
観

光
振
興
を
し
っ
か
り
と
位
置
付

け
、推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。観

光
振
興
の
体
系
的
な
推
進
に
は

観
光
推
進
計
画（
仮
称
）の
策
定

が
求
め
ら
れ
る
。所
見
を
伺
う
。

市
長　
第
４
次
基
本
計
画
等
に

議
員　
水
分
の
多
い
生
ご
み
焼

却
に
は
補
助
燃
料
を
多
く
使

う
。堆
肥
化
へ
の
対
策
を
伺
う
。

市
長　
エ
コ
野
菜
地
域
循
環
モ

デ
ル
事
業
で
、
給
食
残
さ
等
を

堆
肥
化
し
活
用
す
る
な
ど
資
源

の
地
域
循
環
を
図
っ
て
い
る
。

議
員　
他
市
で
は
生
ご
み
専
用

収
集
に
よ
る
堆
肥
化
、
減
容
処

理
、
学
校
を
拠
点
に
児
童
・
生

徒
・
地
域
住
民
が
家
庭
の
生
ご

み
を
持
参
し
て
の
堆
肥
化
等
の

事
例
も
あ
る
。
環
境
配
慮
な
ど

の
点
か
ら
も
、
①
生
ご
み
の
焼

却
以
外
の
処
理
方
法
の
検
討
状

況
②
学
校
で
の
拠
点
収
集
へ
の

対
応
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
①
バ
イ
オ
ガ
ス
化
等
、

け
も
行
う
な
ど
、
多
様
化
す
る

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
い
。

議
員　
家
庭
等
で
の
突
発
的
な

出
来
事
の
際
に
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
一
時
保
育
は
ニ
ー
ズ
が

高
い
。
一
時
保
育
を
実
施
す
る

保
育
所
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
認
可
保
育
所
の
開
設
の

際
に
は
、
で
き
る
限
り
実
施
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

市
長　
実
態
を
把
握
し
た
上
で

提
供
の
仕
組
み
や
方
法
等
の
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
若
年
層
の
国
民
年
金
保

険
料
未
払
い
が
増
え
て
い
る
。

市
民
生
活
を
守
る
意
味
に
お
い

て
も
、
年
金
の
必
要
性
を
説
く

こ
と
は
重
要
だ
。
市
独
自
の
啓

発
活
動
に
つ
い
て
聞
く
。

市
民
部
調
整
担
当
部
長　
広
報

等
で
制
度
や
手
続
き
の
周
知
を

図
っ
て
お
り
、
今
後
も
若
年
層

へ
の
周
知
・
啓
発
に
努
め
た
い
。

議
員　
義
務
教
育
に
お
け
る
年

金
教
育
の
現
況
を
聞
く
。

教
育
長　
中
学
校
の
社
会
科
で

指
導
し
て
お
り
、
今
後
も
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ル
の
活
用
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
や
エ
フ
エ
ム
む
さ
し
の
と
の

連
携
な
ど
多
様
な
媒
体
を
活
用

し
、情
報
周
知
に
努
め
て
い
る
。

議
員　
三
鷹
市
の
観
光
事
業
の

要
で
あ
る
観
光
協
会
等
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　
観
光
資
源
の
発
信
や
独

す
る
保
護
者
は
、
仕
事
上
の

様
々
な
事
情
か
ら
子
ど
も
の
迎

え
の
時
間
に
遅
れ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
、
延
長
保
育
の
希
望

が
多
い
と
聞
く
。
延
長
保
育
の

更
な
る
拡
充
策
を
検
討
せ
よ
。

市
長　
今
後
、
必
要
に
応
じ
て

延
長
保
育
の
更
な
る
充
実
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
企
業
等
の

子
育
て
支
援
推
進
へ
の
働
き
か

議
員　
本
市
で
は
生
産
年
齢
人

口
の
比
率
は
年
々
減
少
し
、
老

年
人
口
の
比
率
は
増
加
し
て
い

る
。
今
後
、
人
口
減
少
も
予
測

さ
れ
る
。
市
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　
高
齢
化
が
進
み
人
口
が

減
少
傾
向
に
あ
る
井
の
頭
地
区

か
ら
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

議
員　
人
口
減
少
対
策
と
し
て

生
産
年
齢
世
代
に
選
ば
れ
続
け

る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
だ
。
居

住
者
の
新
陳
代
謝
が
起
き
る
新

た
な
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。
自
治
体
主
導
の
空
き
家
の

借
り
上
げ
・
又
貸
し
シ
ス
テ
ム

や
持
ち
家
を
担
保
に
し
た
融
資

制
度
の
活
用
を
検
討
せ
よ
。

議
員　
市
民
の
仕
事
と
生
活
の

調
和
の
実
現
に
観
光
振
興
の
視

点
を
生
か
し
て
ほ
し
い
。
市
内

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
市

民
に
積
極
的
に
周
知
す
る
と
と

も
に
、
市
外
へ
の
情
報
発
信
に

も
同
様
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

市
長　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ツ
ー

議
員　
い
わ
ゆ
る
戦
後
教
育
の

問
題
点
は
何
か
。見
解
を
伺
う
。

教
育
長　
新
し
い
教
育
基
本
法

に
も
規
定
さ
れ
た
教
育
の
目
的

は
、
戦
前
戦
後
を
問
わ
ず
普
遍

的
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　
古
事
記
は
国
の
成
り
立

ち
を
示
す
大
変
意
義
深
い
歴
史

書
で
あ
り
、
神
話
を
用
い
た
万

人
へ
の
分
か
り
や
す
い
歴
史
教

育
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。

教
育
長　
新
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
、
今
後
適
正
に
扱
わ
れ

て
い
く
も
の
と
受
け
止
め
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
教
育
行
政

に
つ
い
て

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
後
藤
　
貴
光
　
議
員

ご
み
処
理
の
効
率
化
で
資
源
を

有
効
に
活
用
す
る
仕
組
み
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
議
員

高
齢
社
会
を
迎
え
、
将
来
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
伊
東
　
光
則
　
議
員

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

実
現
に
観
光
振
興
の
視
点
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
宍
戸
　
治
重
　
議
員

観
光
振
興
を
体
系
的
に
推
進
し

　
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
れ

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
順
子
　
議
員

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
ー

三
鷹
を
掲
げ
て
推
進
せ
よ

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
吉
野
　
和
之
　
議
員

教
育
の
危
機
を
再
認
識
し

　
三
鷹
市
か
ら
の
教
育
改
革
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
良
司
　
議
員

市
民
の
声
は
市
民
参
加
と

職
員
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

　
公
明
党
　
赤
松
　
大
一
　
議
員

誰
も
が
利
用
し
や
す
い

図
書
館
の
環
境
整
備
を

大沢の里水車経営農家の社会科見学


